






































































































イ　農場副産物の飼料利用

農場副産物等の飼料利用状況 （単位：ｔ）

年度 きびトップ 甘しょつる 稲わら 計

17年 29,216 7,571 1,572 38,359

22年 40,476 9,011 1,386 50,873

26年 21,111 4,359 845 31,149

27年 19,040 4,364 665 26,315

28年 20,498 2,961 760 24,069

29年 18,116 4,181 726 24,219

30年 15,514 3,520 622 19,656

元年 15,742 4,687 718 21,148

　本地域では，基幹作物であるさとうきびやさつまいもの生産過程で発生する，
さとうきび梢頭部（きびトップ），さつまいも茎葉（甘しょつる），稲わら等
が，家畜の飼料として利用されている。
　特に，肉用牛繁殖経営においては，これらの副産物の利用により，冬場の粗飼
料不足を補いながら飼料費の低減に努めているが，さとうきびにおいては，ハー
ベスターによる収穫面積の増加によりきびトップの発生量が減少しているため，
きびトップの飼料利用量は減少傾向にある。
  今後も，これらの農場副産物の有効利用と併せて，でんぷん粕，焼酎粕等の利
用を高める必要がある。

注1）平成17年は鹿児島県畜産課「市町村別畜産統計」

注2）平成22年以降は，熊毛支庁調べ
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